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①重要文化財 役行者倚坐像 奈良・櫻本坊　②那智参詣曼荼羅図 和歌山・熊野速玉大社
③重要文化財 蔵王権現立像 奈良・如意輪寺 5月8日～5月18日展示
④女神坐像 和歌山・三谷薬師堂　⑤国宝 熊野速玉大神坐像 和歌山・熊野速玉大社　
⑥重要文化財 如来・菩薩坐像 奈良・大峯山寺
⑦重要文化財 熊野本地仏曼荼羅図 京都・聖護院（前期展示）　⑧国宝 経筒 奈良・金峯神社

　紀伊半島－それは本州最南端、三重・奈良・和歌山の三県にまたがる日本最大の半島。中央には標
高1000mをこえる山々が縦横に連なって紀伊山地を形成し、太平洋から吹き付ける激しい風と日本有数の
降水量という厳しい環境のなかで豊かな自然が育くまれました。そこでは古代より「聖なる山」への様 な々信
仰が生まれ、今に息づいています。
　その核となるのが、役行者を祖とする修験道の一大拠点「吉野・大峯」、全国に広がる熊野信仰の中心
「熊野三山」、真言密教の根本道場「高野山」です。三つの霊場とこれらを巡る「参詣道」は、2004年に「紀
伊山地の霊場と参詣道」としてユネスコ世界文化遺産に登録されました。
　三霊場は参詣道を通じて有機的な繋がりを保ちつつ、それぞれ独自の文化圏を形成していますが、共に
外来の宗教である仏教、そして日本固有の宗教である神道、修験道が併存あるいは融合し現在に至って
います。
　近代、明治における「神仏判然」つまり神と仏を明確に区分する方針の下で、神仏をまつる空間あるいは
信仰形態は大きく変化しました。しかし三霊場では、神仏を分け隔てなくまつり崇敬する「神と仏のありか
た」が、受け継がれています。
　世界遺産登録10周年を記念して開催する本展では、たんに神仏習合という言葉では語り尽くすことがで
きない、神と仏がより近しい存在であった江戸時代以前の信仰空間の再現を目指しながら、三霊場を中心と
して篤い信仰をあつめる「神と仏」のすがたを約150件を一堂に展覧いたします。
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４月８日（火） － ５月６日（火・祝）前期

５月８日（火） － ６月１日（日）後期

●講演会 「高野山の神仏」
　・日時　　5月17日（土）13:30～15:00
　・講師　　山口文章氏（金剛峯寺宗務総長公室長）
●講演会 「紀伊山地の神仏をめぐって」
　・日時　　5月24日（土）13:30～15:00
　・講師　　齋藤龍一（美術館主任学芸員）

●講演会 「吉野・大峯の神仏」
　・日時　　4月26日（土）13:30～15:00
　・講師　　田中利典氏（金峯山修験本宗宗務総長）

●講演会 「熊野の神仏」
　・日時　　4月12日（土）13:30～15:00
　・講師　　朝日芳英氏（熊野那智大社宮司）

※いずれも会場は大阪市立美術館講演会室。定員150名。
　当日13時から整理券を配布します。（先着順）
※聴講は無料ですが、特別展の観覧券が必要です。
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INFORMATION

美 術 館美 術 館 〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町1-82（天王寺公園内）

http://www.osaka-art-museum.jp/ホームページ
06-6771-4874電話 06-6771-4856FAX

月曜日（ただし、5月5日は開館、7日（水）は休館）休館日

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）　開館時間

特別展
「山の神仏　吉野・熊野・高野」観覧料
一般1,400（1,200）円、高大生1,000（800）円
※（　）内は、20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方（要証明）は無料

入館料

■大阪市営地下鉄御堂筋線・谷町線・ＪＲ／天王寺駅、
　近鉄／大阪阿部野橋駅、阪堺電車／天王寺駅前、
　大阪市営バス／あべの橋口停留所下車・徒歩約10分Osaka City Museum of Fine Arts
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大阪城天守閣 北政所おねの兄、木下家定の手紙

木下家定書状
大阪城天守閣 〒540-0002  大阪市中央区大阪城 1-1所在地

「天満橋」３号出口
アクセス 地下鉄 「谷町四丁目」１-Ｂ・９号出口、「森ノ宮」３-Ｂ号 ・ １号出口、「大阪ビジネスパーク」１号出口、

TEL 06-6941-3044 FAX 06-6941-2197 

ホームページ http://www.osakacastle.net/

せっちん

きたのまんどころ
　戦国武将の手紙として最高の逸品! とは申しませんが、ひそかに気に入っている傑作です。秀吉の
正妻おね（北政所）の兄さんが、姫路の円教寺に送ったものです。
　「北政所様のおわずらいは、去る17日よりお腹を悪くして、そのときには雪隠（トイレ）へ1日に17、
8度も行かれた由です。いまはご祈祷の効果があって、7、8回ほどとの由です。しかしながら、いよ
いよ油断なくご祈念を頼みます。」
　兄は当時、姫路城主。大坂城でわずらう妹を案じて病状をこまかく尋ねては、何度も祈祷を頼んだ
のですね。美しいきょうだい愛に、ほのぼの。　　　　　　　（大阪城天守閣主任学芸員　跡部 信）

※大阪城天守閣テーマ展「乱世からの手紙―大阪城天守閣収蔵古文書選―」にて５月６日（火・振休）まで公開しています。
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